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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

ロボットが増えると話がはずむ
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～複数ロボットの協調動作による音声対話活性化～
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現在の対話システムは、音声認識の
エラーなどにより、不自然な応答を
してしまうことがあります。この不
自然な応答が、ユーザとって対話シ
ステムを使いにくく感じる大きな要
因となっています。本展示では、人
と自然に楽しく対話できる雑談対話
システムに関する研究成果を紹介し
ます。

対話における人の認知特性に着目し，
不自然な応答でも複数のロボットを
協調動作させることで、ユーザがス
トレスを感じにくくなることを発見
しました。また、この知見を利用す
ることで、音声認識エラーをはじめ
とする様々なエラーに頑健な音声対
話システムを実現しました。

ロボットとの雑談を通して、人を
様々な側面からサポートするシステ
ムの実現を目指しています。人と気
軽に雑談できるシステムは、人と情
報をつなぐ自然なインターフェース
として大いに期待されています。ま
た、人自身のコミュニケーションス
キルの向上にも役立つと考えられま
す。
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協調動作

ロボット１ ロボット２

明日は寒くなるみたいだから

コート着なきゃ

ふむふむ

今年のコートの流行は

チェスターコートだよ

ロボットＡが相槌などで一旦発話を受け止め、ロボット

Ｂが後続発話を行うことで、多少逸脱した発話になっ

てもユーザの違和感が軽減される

話題連続性に対する要求の低減

蘭がスキー

（ラーメンが好きを誤認識）

ふむふむ（誤認識を検知）

僕は焼き肉が好きだよ！

（ロボット同士の対話に移行）

認識した発話が、対話の流れから逸脱した内容で

あった場合、音声認識の失敗と判断し、ロボット同

士の対話に移行して対話破綻を回避する

音声認識エラー検出時の破綻回避

食べ物だったら何が好き？

本研究：複数ロボットとの対話
・ロボットが多数派のため，
ロボットの対話能力が基準になる

・ロボットが不自然な発話をしても，ロボット同士の
対話に遷移することで対話を継続できる
→ ストレス、負担を大幅軽減

従来研究：１対１の対話
・ユーザ自身と同程度の高い対話能力を
ロボットにも要求してしまう

・ロボットが不自然な発話をした場合、
ユーザがリカバリする必要がある
→ ユーザに大きな負担、ストレス
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